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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第30期

第２四半期連結
累計期間

第31期
第２四半期連結
累計期間

第30期
第２四半期連結
会計期間

第31期
第２四半期連結
会計期間

第30期

会計期間

自  平成22年
　　３月１日
至  平成22年
　　８月31日

自  平成23年
　　３月１日
至  平成23年
　　８月31日

自　平成22年
　　６月１日
至　平成22年
　　８月31日

自　平成23年
　　６月１日
至　平成23年
　　８月31日

自  平成22年
　　３月１日
至  平成23年
　　２月28日

チェーン全店売上高 (百万円) 52,792 55,189 27,318 28,144 103,414

営業総収入 (百万円) 13,920 14,329 7,728 7,305 26,991

経常利益 (百万円) 614 906 512 567 669

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(百万円) 371 △51 249 294 337

純資産額 (百万円) ― ― 6,168 5,984 6,087

総資産額 (百万円) ― ― 18,103 18,741 16,554

１株当たり純資産額 (円) ― ― 795.02 770.65 784.13

１株当たり四半期(当
期)純利益金額又は四
半期純損失金額(△)

(円) 49.04 △6.81 33.00 38.86 44.55

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 33.3 31.1 35.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 2,319 3,126 ― ― 1,289

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △210 △273 ― ― △481

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,485 △554 ― ― △1,664

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 2,240 3,059 760

従業員数 (名) ― ― 488 469 469

(注) １.当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２.チェーン全店売上高及び営業総収入には、消費税等は含まれておりません。

３.潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第30期第２四半期連結累計（会計）期間、第

31期第２四半期連結会計期間及び第30期は潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、第31期第２四

半期連結累計期間は、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年８月31日現在

従業員数(名) 469（407）

(注) 従業員数は就業人数であり、当第２四半期連結会計期間の平均臨時雇用者数(ただし、１日勤務時間８時間換算によ

る)を（ ）外数で記載しております。

　

　
(2) 提出会社の状況

　 平成23年８月31日現在

従業員数(名) 461（407）

(注) 従業員数は就業人数であり、当第２四半期会計期間の平均臨時雇用者数(ただし、１日勤務時間８時間換算による)を

（ ）外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【販売の状況】

(1) 地域別売上状況

a  直営店
　

地域別
(当第２四半期連結会計期間末の店舗数)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年６月１日
  至  平成23年８月31日)

売上高(百万円) 構成比(％) 前年同期比(％)

コンビニエンスストア事業 　 　 　

神奈川県(日本大通店  他37店) 1,698 55.6 91.3

東京都(エドモント店  他19店) 793 26.0 87.8

千葉県(都賀駅前店     他9店) 395 13.0 88.5

埼玉県(狭山ＰＡ店     他1店) 166 5.4 66.5

合計(70店) 3,053 100.0 88.2

※上記金額には消費税等は含まれておりません。
　

b   加盟店
　

地域別
(当第２四半期連結会計期間末の店舗数)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年６月１日
  至  平成23年８月31日)

売上高(百万円) 構成比(％) 前年同期比(％)

コンビニエンスストア事業 　 　 　

神奈川県(弘明寺店   他254店) 11,620 46.3 104.1

東京都(成瀬駅前店   他157店) 6,856 27.3 103.9

千葉県(千葉千城台店  他95店) 4,217 16.8 107.0

埼玉県(大宮桜木町店  他57店) 2,396 9.6 111.4

合計(567店) 25,090 100.0 105.2

※上記金額には消費税等は含まれておりません。

EDINET提出書類

株式会社スリーエフ(E03286)

四半期報告書

 4/27



　

(2) 商品別売上状況 

a  直営店
　

商品別

当第２四半期連結会計期間
 (自  平成23年６月１日
   至  平成23年８月31日)

売上高(百万円) 構成比(％) 前年同期比(％)

コンビニエンスストア事業 　 　 　

加工食品 877 28.7 73.7

ファストフード 870 28.5 97.5

デイリー食品 295 9.7 67.1

非食品 780 25.6 117.6

本・サービス 229 7.5 84.4

合計 3,053 100.0 88.2

※上記金額には消費税等は含まれておりません。
　

ｂ  加盟店
　

商品別

当第２四半期連結会計期間
 (自  平成23年６月１日
   至  平成23年８月31日)

売上高(百万円) 構成比(％) 前年同期比(％)

コンビニエンスストア事業 　 　 　

加工食品 7,463 29.8 95.7

ファストフード 5,473 21.8 101.0

デイリー食品 2,081 8.3 94.9

非食品 7,730 30.8 128.5

本・サービス 2,342 9.3 96.4

合計 25,090 100.0 105.2

※上記金額には消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

  なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間（平成23年６月1日から平成23年８月31日まで）におけるわが国経済は、東日

本大震災により企業の多くの製造拠点が被災し、電力供給不足も重なり、生産活動の著しい低下を招きまし

た。また、消費者の購買行動にも大きな変化を与え、雇用情勢の悪化懸念やデフレ傾向の長期化などもあり、

一段と厳しい状況となりました。

コンビニエンスストア業界におきましては、夏季は気温が安定せず、全国的に降水量も多い状況でした

が、前年10月のたばこの値上げに伴う影響や、東日本大震災後における地域社会のライフラインとしての需

要の拡大もあり、総じて堅調に推移いたしました。

このような環境の下、当社グループはクリーンネス・フレンドリーサービス・身だしなみといった商売

の基本の徹底を通じて、気持ちよくお買い物していただけるお店作りに努め、来店客数の持続的な向上を目

指してまいりました。また、中食需要の高まりや、曜日や時間帯ごとのニーズ変化に対応した商品の充実に

向けて、カウンター商材であるフランカー商品や惣菜、軽食のカテゴリーの品揃え強化を図ったことなどが

奏功した結果、当第２四半期連結会計期間の営業総収入は前年同期比5.5％減の73億５百万円となり、営業

利益は前年同期比14.1％増の５億51百万円、経常利益は前年同期比10.5％増の５億67百万円となりました。

また、四半期純利益は前年同期比17.8％増の２億94百万円となりました。

店舗開発につきましては、独立研修社員の育成とドミナント出店の強化を図り、既存店防衛力の向上を継

続して取り組んでまいりました。また、出店基準に基づく厳格な物件精査を行った結果、新規開店した店舗

の売上は好調に推移しました。店舗数につきましては、開店９店、閉店６店となり、総店舗数637店（エリア

・フランチャイズ契約に基づく四国地区は72店、スリーエフ店合計709店）となっております。

店舗運営につきましては、店舗スタッフの教育プログラムである「スターブループログラム」を活用し

た店内体制の構築により質の高い店作りを図ったほか、店舗指導員のレベル向上による個店指導力の強化

を目指してまいりました。

商品面につきましては、たばこの売上増が大きく影響しておりますが、カウンター販売しているフラン

カー商品の焼き鳥やパスタ、惣菜、デザートといった需要の拡大が見込まれるオリジナル商品の強化を図る

とともに、各種販促施策などに取り組んでまいりました。

また、東日本大震災復興支援として「つなごう　まごころ　未来へ！」をテーマとした各種の支援金付商

品や、Ｔポイント利用およびＳｕｉｃａポイント付与の一部を支援金としてお届けするなど、継続して取り

組んだ様々な企画に対して、多くの皆様よりあたたかいご支援を賜りました。
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（2）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、前連結会計年度末と比較して総資産は21億87

百万円の増加となりました。これは主に現金及び預金の増加、加盟店貸勘定、無形固定資産の減少等による

ものであります。

  負債につきましては、22億90百万円の増加となりました。これは主に買掛金、預り金、資産除去債務の増

加、短期借入金及び１年内返済予定の長期借入金の減少等によるものであります。

  純資産につきましては、１億３百万円の減少となりました。これは主に利益剰余金の減少によるものであ

ります。

 

（3）キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の期末残高は、第１四半期連結会計期間末と

比べ2百万円増加し、30億59百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務の増加等の要因により、１億94百万円の収入（前年同四

半期連結会計期間は１億46百万円の支出）となりました。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、保証金・敷金の取得による支出が減少したこと等により、53百万

円の支出（前年同四半期連結会計期間は１億１百万円の支出）となりました。　

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済終了等により、１億38百万円の支出（前年同四

半期連結会計期間は１億72百万円の支出）となりました。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

　

（5）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。　

  また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありま

せん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年10月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,707,095 7,707,095
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は100株であります。

計 7,707,095 7,707,095― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年６月１日～
平成23年８月31日

─ 7,707,095─ 1,396 ─ 1,645

　

(6) 【大株主の状況】

　平成23年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

㈱ＪＭＫ瑞穂 東京都世田谷区玉川田園調布２-２-14 2,702 35.06

菊池  淳司 東京都世田谷区 384 4.99

中居  京子 東京都世田谷区 317 4.11

宇佐見  瑞枝 東京都大田区 264 3.42

㈱スリーエフ 横浜市中区日本大通17 132 1.71

スリーエフ従業員持株会 横浜市中区日本大通17 129 1.68

㈱みずほ銀行 
（常任代理人
  資産管理サービス信託銀行㈱）

東京都千代田区内幸町１-１-５ 
（東京都中央区晴海１-８-12晴海アイランド
  トリトンスクエアオフィスタワーＺ棟）

108 1.41

菊池  瑞穂 東京都世田谷区 101 1.31

中居  勝利 東京都世田谷区 97 1.26

㈱三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２-７-１ 89 1.16

計 － 4,328 56.15
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式         132,000

― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式       7,568,700 75,687 ─

単元未満株式 普通株式           6,395― ─

発行済株式総数                7,707,095 ― ―

総株主の議決権 ― 75,687 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社スリーエフ

横浜市中区日本大通17番地 132,000─ 132,000 1.71

計 ― 132,000─ 132,000 1.71

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成23年
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

最高(円) 535 534 514 520 545 530

最低(円) 400 467 500 500 515 491

(注) 株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

　

役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役
（業務室長兼総務室長）

取締役
（業務室長）

海老沢　克恭 平成23年９月１日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成22年６月１日から平成22年８月31日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成22年３月１日から平成22年８月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成23年６月１日から平成23年８月31日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成23年３月１日から平成23年８月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成22年６月１

日から平成22年８月31日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22年８月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成23年６月１日から平成23年８月31日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成23年３月１日から平成23年８月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,361 1,062

加盟店貸勘定 862 1,029

商品 388 378

貯蔵品 7 6

未収入金 834 753

その他 799 1,017

貸倒引当金 △7 △16

流動資産合計 6,245 4,232

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 2,334

※
 2,359

リース資産（純額） ※
 836

※
 761

その他（純額） ※
 879

※
 880

有形固定資産合計 4,050 4,001

無形固定資産

のれん 11 15

ソフトウエア 887 1,049

その他 60 60

無形固定資産合計 959 1,126

投資その他の資産

敷金及び保証金 6,889 6,929

その他 618 287

貸倒引当金 △22 △22

投資その他の資産合計 7,486 7,194

固定資産合計 12,495 12,322

資産合計 18,741 16,554
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 5,495 4,613

加盟店借勘定 58 20

短期借入金 － 199

1年内返済予定の長期借入金 － 210

リース債務 201 162

未払金 1,066 1,056

未払法人税等 414 111

預り金 2,686 2,308

賞与引当金 354 316

その他 52 44

流動負債合計 10,330 9,044

固定負債

リース債務 695 611

役員退職慰労引当金 23 23

資産除去債務 924 －

長期預り保証金 777 778

その他 5 8

固定負債合計 2,427 1,422

負債合計 12,757 10,466

純資産の部

株主資本

資本金 1,396 1,396

資本剰余金 1,645 1,645

利益剰余金 2,876 2,980

自己株式 △86 △86

株主資本合計 5,831 5,936

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 6 3

評価・換算差額等合計 6 3

少数株主持分 146 148

純資産合計 5,984 6,087

負債純資産合計 18,741 16,554
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年８月31日)

営業収入

加盟店からの収入 6,046 6,261

その他の営業収入 1,195 1,954

営業収入合計 7,241 8,216

売上高

売上高 6,678 6,113

営業総収入合計 13,920 14,329

売上原価 4,897 4,520

営業総利益 9,022 9,809

販売費及び一般管理費 ※
 8,460

※
 8,926

営業利益 562 883

営業外収益

受取利息 38 42

受取配当金 0 0

解約精算金 28 3

その他 1 1

営業外収益合計 69 47

営業外費用

支払利息 14 11

減価償却費 2 1

寄付金 － 11

その他 0 0

営業外費用合計 16 24

経常利益 614 906

特別利益

受取補償金 204 －

賃貸借契約解約損修正益 86 －

貸倒引当金戻入額 － 9

その他 5 －

特別利益合計 296 9

特別損失

固定資産除却損 72 39

リース解約損 0 0

賃貸借契約解約損 44 35

減損損失 151 193

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 688

その他 7 7

特別損失合計 275 964

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

635 △49

法人税、住民税及び事業税 109 386

法人税等調整額 152 △384

法人税等合計 262 2

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △51

少数株主利益 1 0

四半期純利益又は四半期純損失（△） 371 △51
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：百万円)

前第２四半期連結会計期間
(自 平成22年６月１日
　至 平成22年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成23年６月１日
　至 平成23年８月31日)

営業収入

加盟店からの収入 3,228 3,253

その他の営業収入 1,039 998

営業収入合計 4,268 4,251

売上高

売上高 3,460 3,053

営業総収入合計 7,728 7,305

売上原価 2,512 2,243

営業総利益 5,216 5,061

販売費及び一般管理費 ※
 4,733

※
 4,510

営業利益 483 551

営業外収益

受取利息 18 19

受取配当金 0 0

解約精算金 18 1

その他 0 0

営業外収益合計 37 21

営業外費用

支払利息 6 5

減価償却費 1 0

その他 0 0

営業外費用合計 7 6

経常利益 512 567

特別利益

賃貸借契約解約損修正益 27 －

貸倒引当金戻入額 － 3

その他 0 －

特別利益合計 28 3

特別損失

固定資産除却損 48 9

リース解約損 △0 0

賃貸借契約解約損 29 22

減損損失 31 21

その他 6 5

特別損失合計 114 58

税金等調整前四半期純利益 427 511

法人税、住民税及び事業税 101 180

法人税等調整額 75 36

法人税等合計 176 217

少数株主損益調整前四半期純利益 － 293

少数株主利益又は少数株主損失（△） 0 △0

四半期純利益 249 294
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

635 △49

減価償却費 481 509

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 688

減損損失 151 193

差入保証金償却額 2 3

のれん償却額 3 3

固定資産除却損 72 39

リース解約損 0 0

賃貸借契約解約損修正益 △86 －

賃貸借契約解約損 44 35

受取補償金 △204 －

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △3 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △21 △9

受取利息及び受取配当金 △39 △42

支払利息 14 11

加盟店貸勘定の増減額（△は増加） 526 166

未収入金の増減額（△は増加） △411 △78

たな卸資産の増減額（△は増加） △17 △10

前払費用の増減額（△は増加） 10 25

その他の流動資産の増減額（△は増加） △137 243

仕入債務の増減額（△は減少） 871 881

未払金の増減額（△は減少） 248 141

預り金の増減額（△は減少） △326 389

未払消費税等の増減額（△は減少） 102 9

その他の流動負債の増減額（△は減少） 194 84

その他 △5 5

小計 2,106 3,242

利息及び配当金の受取額 39 42

利息の支払額 △14 △11

補償金の受取額 204 －

法人税等の支払額 △16 △147

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,319 3,126

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △86 △166

敷金及び保証金の差入による支出 △143 △173

敷金及び保証金の回収による収入 280 202

無形固定資産の取得による支出 △139 △66

その他 △122 △69

投資活動によるキャッシュ・フロー △210 △273

EDINET提出書類

株式会社スリーエフ(E03286)

四半期報告書

17/27



(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年８月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,120 △199

長期借入金の返済による支出 △260 △210

リース債務の返済による支出 △57 △89

配当金の支払額 △45 △53

少数株主への配当金の支払額 △1 △1

その他 △0 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,485 △554

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 623 2,298

現金及び現金同等物の期首残高 1,617 760

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,240

※
 3,059
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

（自 平成23年３月１日  至 平成23年８月31日）

会計処理基準に関する
事項の変更

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

  第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準
第18号 平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企
業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用しております。
  これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ20百万
円減少し、税金等調整前四半期純損失は746百万円増加しております。また、当会計基
準等の適用開始による資産除去債務の変動額は910百万円であります。

　

【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年３月１日  至  平成23年８月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

  「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に

伴い、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。

　

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年６月１日  至  平成23年８月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

  「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に

伴い、当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　
【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年８月31日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年８月31日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末
(平成23年２月28日)

※有形固定資産の減価償却累計額    5,727百万円※有形固定資産の減価償却累計額    4,891百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

　

第２四半期連結累計期間
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年３月１日
  至  平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年３月１日
  至  平成23年８月31日)

※  販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりであ

ります

従業員給与・賞与 1,189百万円
雑給 640百万円
従業員賞与引当金繰入額 259百万円
貸倒引当金繰入額 7百万円
賃借料 2,298百万円
リース料 604百万円

※  販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりであ

ります

従業員給与・賞与 1,091百万円
雑給 568百万円
従業員賞与引当金繰入額 354百万円
運送費及び保管費 1,583百万円
賃借料 2,336百万円
リース料 544百万円

　

　
第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自  平成22年６月１日
  至  平成22年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年６月１日
  至  平成23年８月31日)

※  販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりであ

ります

従業員給与・賞与 591百万円
雑給 321百万円
従業員賞与引当金繰入額 159百万円
貸倒引当金繰入額 2百万円
賃借料 1,154百万円
リース料 302百万円

※  販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりであ

ります

従業員給与・賞与 521百万円
雑給 283百万円
従業員賞与引当金繰入額 182百万円
運送費及び保管費 815百万円
賃借料 1,165百万円
リース料 269百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年３月１日
  至  平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年３月１日
  至  平成23年８月31日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,542百万円

預入期間３ヶ月超の定期預金 △301百万円

現金及び現金同等物 2,240百万円

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 3,361百万円

預入期間３ヶ月超の定期預金 △302百万円

現金及び現金同等物 3,059百万円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成23年８月31日）及び

当第２四半期連結累計期間（自  平成23年３月１日  至  平成23年８月31日）

　

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 7,707,095

　
　
２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 132,082

　
　
３  新株予約権等の四半期連結会計期間末残高

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年４月21日
取締役会

普通株式 53 7.00平成23年２月28日 平成23年５月11日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年10月13日
取締役会

普通株式 45 6.00平成23年８月31日 平成23年11月１日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自  平成22年６月１日  至  平成22年８月31日）及び前第２四半期連結累計

期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年８月31日）

当社グループは、コンビニエンスストア事業を主たる事業としております。連結子会社の営むeビジネス

事業はコンビニエンスストア事業の付帯事業として同一のセグメントに属するものであります。

従いまして、開示対象となるセグメントはありませんので記載を省略しております。

　
【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自  平成22年６月１日  至  平成22年８月31日）及び前第２四半期連結累計

期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年８月31日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。

　
【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自  平成22年６月１日  至  平成22年８月31日）及び前第２四半期連結累計

期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年８月31日）

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　
【セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成23年６月１日　至　平成23年８月31日）及び当第２四半期連結累計期

間（自　平成23年３月１日　至　平成23年８月31日）

　当社グループは、コンビニエンスストア事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

(追加情報)

　第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17　　　　　

号　平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基　準

適用指針第20号　平成20年３月21日）を適用しております。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末
(平成23年２月28日)

　 　

　 770.65円
　

　 　

　 784.13円
　

　

２  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額

　　第２四半期連結累計期間

　

前第２四半期連結累計期間
  (自  平成22年３月１日 
    至  平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
  (自  平成23年３月１日 
    至  平成23年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 49.04円
 

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため、記載しておりま
せん。

１株当たり四半期純損失金額 △6.81円
 

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純損失金額に
ついては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株
式が存在しないため、記載しておりません。

(注)  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎

　
　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
  至 平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
  至 平成23年８月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は
四半期純損失（△）(百万円)

371 △51

普通株式に係る四半期純利益又は
四半期純損失（△）(百万円)

371 △51

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

 普通株式の期中平均株式数(千株) 7,575 7,575

　
　　第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
  (自  平成22年６月１日 
    至  平成22年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
  (自  平成23年６月１日 
    至  平成23年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 33.00円
 

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため、記載しておりま
せん。

１株当たり四半期純利益金額 38.86円
 

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため、記載しておりま
せん。

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　
　

項目
前第２四半期連結会計期間
(自 平成22年６月１日
  至 平成22年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成23年６月１日
  至 平成23年８月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 249 294

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 249 294

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

 普通株式の期中平均株式数(千株) 7,575 7,575
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
　

２ 【その他】

平成23年10月13日開催の取締役会において、平成23年８月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次の

とおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①配当金の総額 45百万円

②１株当たりの金額 ６円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成23年11月１日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年10月４日

株式会社スリーエフ

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    三    富    康    史    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    澤    田    修    一    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社スリーエフの平成22年３月１日から平成23年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成22年６月１日から平成22年８月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22

年８月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社スリーエフ及び連結子会社の平成22

年８月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の

経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年10月６日

株式会社スリーエフ

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    三    富    康    史    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    澤    田    修    一    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社スリーエフの平成23年３月１日から平成24年２月29日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成23年６月１日から平成23年８月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年３月１日から平成23

年８月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社スリーエフ及び連結子会社の平成23

年８月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の

経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。
　

追記情報

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は第

１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」を適用している。
　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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